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研究成果の概要（和文）：研究期間中、私はこのテーマに関連する幅広い研究に従事し、20回以上の学会発表、
国際査読付き学術雑誌の研究論文を5本、書籍のチャプターを2本、そして3冊の書籍を執筆した。来年末までに2
冊の書籍が出版される予定である。5本の学術論文のうち4本はScopusにインデックスされており、3冊の書籍は
ケンブリッジ大学出版局から出版される。私は現在2つの国際査読付きジャーナルの編集長として引き続き活動
し、言語教育とテクノロジーの分野において最もランクの高いジャーナルの副編集長を務めている。また、2022
年度は、18か国の学者が参加したトピックの国際会議を主催した。

研究成果の概要（英文）：During the period of the research, I engaged in wide-ranging research 
associated with the topic, resulting in over 20 presentations, five international refereed research 
articles, two book chapters, three completed books, and more two books that are due to be published 
before the end of next year. Four of these journal articles are indexed in Scopus, and three of the 
books are published by Cambridge University Press. I have continued to act as Editor-in-Chief of two
 international refereed journals and the associated editor of one of the highest-ranking journals in
 the field of technology in language education, and I organised an international conference on the 
topic which was attended by academics from 18 different countries.

研究分野： コンピュータ支援語学教育

キーワード： eラーニング
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研究成果の学術的意義や社会的意義
外国語の学習者が長期的な勉強に取り組む方法を理解することは、言語教員の主要な目標の1つであり、その結
果、現在の研究はそれがどのように可能になるかについていくらかの示唆を提供している。私が執筆した学術論
文や書籍はすでに良い評価を受けており、このような研究が必要であったことを示している。さらに、教員が書
籍、学術雑誌、およびその他のリソースへのアクセスが制限されている開発途上地域での学会で結果を発表する
ことにより、私の貢献は幅広い教員に提供できたと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

モバイルラーニングの可能性に気づいたのは１０年以上前だったが、学習者は携帯電話やスマ

ートフォンを通して、様々な教材にアクセスができるにしても、積極的に取り組まないのは現状

である。語彙・文法・リスニング・リーディングなどを幅広く試してみたが、授業外の取り組み

は持続しないため、持続性をどのようにもたらすことができるかを着目した。学習自律性が注目

されている中、SNS でのサポートなどを研究したが、それぞれの学習者にとって必要な学習方

略が違うことに気づいた。以前も学習者プロファイリングを研究したことがあるが、それを生か

せたうえで自律性に繋がるかどうかを研究することを決意したため、この研究を行うことにし

た。 

 

２．研究の目的 

 

日本の大学生は英語の必要性を感じるが、勉強に対する熱意を保つのは困難だと思われる。テク

ノロジーを利用すると一時的な動機付けの向上に繋がっているが、その熱意は徐々に衰えてし

まう研究は頻繁にされている。この現象を見てみると、学習方法についての指導が冒頭にのみ与

えられ、その後はそのため、コンピュータやスマートフォンで効果的に英語を学習するための学

習方略を継続的に与え、自律性を養う必要があると感じた。授業中の時間だけでは、学習方法の

指導が足りないため、学外でも自分の学習方法について考えさせることができると想定した。従

って、この研究では、スマートフォンを利用して学習するためのそれぞれの学生のニーズに合っ

た学習方略を与えることによって、学習者がより効果的かつ自律的に英語の学習ができるよう

になるかどうかを調査した。 

 

 

３．研究の方法 

 

本研究では、学習者の英語学習に対する持続性および自律性を育成することを主な目的

としていた。それを達成するためには、まずはそれぞれの学習者が抱えている問題点を

分析したうえで、それに伴うフィードバックと改善するための学習方略を与えた。その

ため、学習者のプロフィールを作成する必要があるが、そのプロフィールを効果的に利

用し、フィードバックをどのように与えればいいのかを検討する必要があった。本研究

の一年目にはプロフィールの設計を調査し、ウェブアプリを通して学習者の語彙力、文

法力、聴解力、読解力を図る。以前研究代表者が行った研究でそれぞれの基盤ができて



いるが、総合的に調査するためのアプリの開発が必要である。この段階では代表者が担

当するクラスの 62 名の英語学習者（大学 1 年生）を対象にプロフィールの作成に試み

た。そのプロフィールに基づいて、まずは教員側で学習方略を実験的に与え、その効果

を調査した。2 年目には、プロフィールをアプリで自動的に作成することから始めた。

代表者が担当するクラスの 65 名の英語学習者（大学 1 年生）を対象にアプリでそれぞ

れのプロフィールを作成し、教員側が作成したプロフィールと比較した。1 年目の結果

に基づき、フィードバックと学習方略を与えながら、英語学習に対する持続性を調査し、

TOEIC を利用して、学年初めと学年末に英語の能力の上達の有無を調査した。3 年目か

らコロナによって 2 年間の間予定していた研究が行えずウェブアプリの調整に専念し

た。5 年目には完成されたアプリを通してプロフィールを自動的に作成し、代表者が担

当するクラスの 65 名の英語学習者（大学 1 年生）を対象に、ウェブアプリを通してフ

ィードバックと学習方略を与えた。英語学習に対する持続性を調査し、英語到達試験を

通して、学年初めと学年末に英語の能力の上達の有無を調査した。提供された教材以外

にもどれぐらい学習を行っているのかを確認し、自律性に繋がっているかを調査した。 

 

４．研究成果 

 

当該研究の結論では、日本人大学生の英語学習においてスマートフォンを長期的に利用した学

習は一定の効果があるものの、学生や教員とのコミュニケーションを取らない限り、一人で取り

組むことは長続きしないことが示された。つまり、社会的共同体におけるインタラクションが不

可欠であることが明らかになった。具体的には、学習者が自分の学習について話し合うことで、

授業時間外の学習を計画的に行い、問題に直面した際に恥じらずに¥教員や他の学習者に相談で

きる環境が整っていることが、この研究を通じて分かった。 
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